
人生完全燃焼のための活力向上システム提案

立命館大学(家光 素行)

日本の人口は急激な減少局面に入っており、身体的・精神的に活力ある人生は、個人的にも社会的にも極めて重要である。本事例では、生理学、栄養学、脳科学、行動

心理学、情報学など多分野の知を集結し、①心身の状態を客観的に評価する新指標「Full of Vitality(FOV)」の開発、②FOVに基づいた個別最適なフィードバッ

クの提供、③FOV向上を目的とした運動・食行動のデザイン支援を実施した。身体的・精神的な活力を120％にすることで、人口減少と高齢化等といった社会課題の

解決を目指す。

日本の人口は2070年には9000万人を割り込み、高齢化率は

39％と推計されるが、FOVを20％高めることでその影響を抑制

できる。FOV評価法の開発、個人に応じた支援、行動・リテラシーの

デザインを行い、「健康で豊かな国民がやりがいをもって生きる」社

会の実現を目指す。

総合知により目指すビジョン / 解決する社会課題

FOVを定量化する新たな評価法の構築、個人のライフスタイルに最

適化された行動変容支援、データの意味を理解し活用できるリテラ

シーの向上が不十分である。これらを統合的に循環させることが求

められる。

ビジョン達成のための課題

① 総合知活用の実践を行う事例 ③ 総合知の活用方法の進化を目指す事例② 総合知人材の育成を行う事例

大学内学部から独立した研究組織である立命館大学グローバル・イ

ノベーション研究機構を研究の場として活用している。

文理など異なる学部/分野の研究者及び自治体の職員と連携して、

FOV向上のために上記課題解決に取り組んでいる。

「矩」を超えた場づくり / 得られた新たな価値
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FOV診断例

あなたの「FOVは低値」です。
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